
中日友好観光交流月江蘇
９
、
月
、４
都
市
で
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト

南
　
京

「一城一塔一河・
日中友好博愛の旅」

揚
　
州

「
鑑
真
東
征
、心
と
縁
を
結
ぶ
」

蘇
　
州

「日中の絆が深まるよう、　　　
陽澄湖の上海蟹を食べましょう」

中国国家観光局駐日本代表処

南
　
通オープニングセレモニーで

イベントの開始を宣言　　

大報恩寺遺跡公園

痩西湖

牛首山

　
中
国
の
江
蘇
省
旅
遊
局
と
中
国
国
家
観
光
局
駐
日
本
代
表
処

は
、
「
日
中
国
交
正
常
化

周
年
記
念
ス
ペ
シ
ャ
ル
企
画
『
中

日
友
好
観
光
交
流
月
ｉ
ｎ
江
蘇
』
」
を
９
、

月
の
２
カ
月
間

に
わ
た
り
同
省
４
都
市
で
開
催
す
る
。
記
念
の
年
に
、
日
本
の

人
々
に
同
省
の
魅
力
を
さ
ら
に
知
っ
て
も
ら
い
、
交
流
を
深
め

よ
う
と
の
趣
旨
で
、
地
元
の
観
光
魅
力
を
伝
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
が
行
わ
れ
る
。
４
都
市
の
魅
力
と
と
も
に
、
期
間
中
行
わ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

　
揚
州
は
省
都
南
京
の
東
に
お

よ
そ
１
０
０
㌔
。
中
国
一
の
大

河
、
長
江
を
臨
む
都
市
で
、
人

口
お
よ
そ
４
５
０
万
人
。
仏
教

の
戒
律
を
日
本
に
伝
え
た
鑑
真

和
上
ゆ
か
り
の
場
所
と
し
て
有

名
だ
。
ま
た
多
く
の
遣
唐
使
が

日
本
か
ら
こ
の
地
に
渡
り
、
当

時
の
都
、
長
安
に
向
か
っ
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は

月

日
、
鑑

真
ゆ
か
り
の
寺
、
大
明
寺
（
栖

霊
塔
広
場
）
で
行
わ
れ
る
。
テ

ー
マ
は
「
鑑
真
東
征
、
心
と
縁

を
結
ぶ
」
。

　
寺
の
境
内
に
あ
る「
鑑
真
学

院
」「
鑑
真
記
念
堂
」を
見
学
し
、

鑑
真
の
偉
業
を
振
り
返
る
ほ

か
、
揚
州
の
文
化
芸
術
を
観
賞

す
る
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
る
。

　
【
主
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
】

　
●
大
明
寺

　
南
北
朝
期
宋
代
の
大
明
年
間

（
４
５
７
～
４
６
４
年
）創
建
。

唐
代
に
鑑
真
が
住
職
を
し
た
こ

と
で
有
名
。

　
６
８
８
年
、
揚
州
で
生
ま
れ

た
鑑
真
は
、
歳
の
時
に
出
家
。

洛
陽
、
長
安
（
西
安
）
で
修
行

を
積
み
、
僧
侶
が
守
る
べ
き
戒

律
を
研
究
。

　
大
明
寺
の
住
職
と
し
て
務
め

て
い
た
７
４
２
年
、
日
本
か
ら

こ
の
地
に
渡
っ
た
２
人
の
僧
侶

か
ら
日
本
に
仏
教
の
戒
律
を
伝

え
て
ほ
し
い
と
懇
願
さ
れ
、
日

本
に
渡
る
こ
と
を
決
意
。
５
回

失
敗
し
、
こ
の
間
両
眼
を
失
明

す
る
悲
劇
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら

も
、
７
５
３
年
つ
い
に
日
本
へ

の
上
陸
を
果
た
す
。
以
後
、
没

す
る
ま
で
の

年
間
、
平
城
京

の
東
大
寺
、
唐
招
提
寺
で
当
時

の
天
皇
な
ど
多
く
の
人
々
に
授

戒
を
行
っ
た
。

　
大
明
寺
の
境
内
に
あ
る
鑑
真

学
院
は
、
寺
が
運
営
す
る
仏
教

の
学
校
。

　
鑑
真
記
念
堂
は
鑑
真
の
偉
業

を
た
た
え
る
堂
。
鑑
真
の
没
後

１
２
０
０
年
を
記
念
し
て
、
１

９
７
３
年
に
作
ら
れ
た
。

　
●
痩
西
湖

　
郊
外
に
あ
る
人
工
湖
の
公

園
。
杭
州
の
西
湖
に
似
て
い
る

が
、
そ
の
姿
よ
り
細
長
い
こ
と

か
ら
こ
の
名
が
付
い
た
。
美
し

い
景
観
で
知
ら
れ
、
園
内
に
あ

る
五
亭
橋
は
五
つ
の
亭
が
乗
る

珍
し
い
形
の
橋
。

　
江
蘇
省
の
省
都
南
京
で
は


月

日
、
大
報
恩
寺
遺
跡
公
園

で
「
一
城
一
塔
一
河
・
日
中
友

好
博
愛
の
旅
」
と
題
す
る
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
る
。

　
近
代
民
主
主
義
の
祖
、
孫
文

（
孫
中
山
）
が
唱
え
た
「
博
愛

主
義
」
の
遺
構
が
残
る
南
京
。

さ
ら
に
近
年
は
釈
迦
の
本
物
の

頭
蓋
骨
（
仏
舎
利
）
が
発
見
さ

れ
、
が
ぜ
ん
注
目
を
集
め
て
い

る
。
イ
ベ
ン
ト
は
、
こ
の
仏
舎

利
が
発
見
さ
れ
た
大
報
恩
寺
遺

跡
公
園
で
行
わ
れ
る
。

　
中
国
で
２
番
目
に
古
い
仏
教

寺
院
と
い
う
大
報
恩
寺
の
見

学
、
書
道
や
切
り
紙
な
ど
の
伝

統
文
化
体
験
、
漢
服
の
着
付
け

体
験
と
い
っ
た
、
地
元
の
文
化

を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト

を
用
意
し
て
い
る
。

　
【
主
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
】

　
●
大
報
恩
寺
遺
跡
公
園

　
寺
は
南
朝
４
８
０
寺
の
起
源

と
さ
れ
る
古
刹
で
、
中
国
で
２

番
目
に
長
い
歴
史
を
持
つ
仏
教

寺
院
。

　
２
０
０
８
年
、
前
年
に
始
ま

っ
た
再
建
工
事
と
考
古
物
発
掘
で
宋
代
の
財
宝
や
文
物
が
大
量

に
見
つ
か
っ
た
。
中
で
も
注
目

を
集
め
た
の
が
二
重
の
鉄
箱
に

入
っ
た
宝
塔
。表
面
に「
仏
頂
真

骨
」
な
ど
と
書
か
れ
た
宝
塔
に

は
釈
迦
の
本
物
の
頭
蓋
骨
（
仏

舎
利
）
が
入
っ
て
お
り
、
世
界

を
驚
か
す
大
発
見
と
な
っ
た
。

　
敷
地
内
に
は
明
の
時
代
に
建

立
さ
れ
、
「
世
界
七
大
奇
観
」

と
い
わ
れ
た
「
大
報
恩
寺
塔
」

を
再
建
し
て
い
る
。

　
●
牛
首
山

　
仏
教
の
名
山
。
こ
こ
で
は
大

報
恩
寺
で
発
見
さ
れ
た
仏
舎
利

な
ど
の
発
掘
物
を
保
存
す
る

「
仏
頂
宮
」
の
建
設
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
第
１
期
工
事
が
２

０
１
５
年

月
に
完
了
。
仏
舎

利
の
奉
安
式
が
行
わ
れ
た
。

　
大
報
恩
寺
遺
跡
公
園
と
と
も

に
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
ス

ポ
ッ
ト
だ
。

　
●
中
山
陵

　
孫
文
を
ま
つ
る
陵
。
３
９
２

段
の
階
段
の
上
に
、
孫
文
が
眠

る
石
の
棺
を
安
置
す
る
祭
堂
が

あ
る
。

　
３
９
２
の
数
字
は
、
孫
文
が

中
華
民
国
の
大
統
領
に
就
任
し

た
当
時
の
人
口
（
３
億
９
２
０

０
万
人
）
に
ち
な
ん
だ
。

　
●
明
孝
陵

　
明
の
初
代
皇
帝
、
朱
元
璋
と

そ
の
皇
后
を
ま
つ
る
陵
墓
。
２

０
０
３
年
、
「
明
・
清
王
朝
の

皇
帝
墓
群
」
を
構
成
す
る
一
つ

と
し
て
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
。

　
●
夫
子
廟

　
孔
子
を
ま
つ
る
廟
。
南
京
の

下
町
に
あ
り
、
廟
の
一
帯
も
夫

子
廟
と
呼
ば
れ
る
昔
な
が
ら
の

繁
華
街
と
な
っ
て
い
る
。

　
周
囲
の
小
川
、
秦
淮
河
を
巡

る
遊
覧
船
か
ら
眺
め
る
、
夜
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

が
美
し
い
。

　
●
総
統
府

　
辛
亥
革
命
後

の
、
中
華
民
国

の
臨
時
政
府
の

建
物
。
孫
文
や

蒋
介
石
が
執
務

し
た
。
現
在
は

近
代
史
の
博
物

館
に
な
っ
て
い

る
。

運河と湖の町、蘇州の景観（金鶏湖とビル群）

狼山風景区

上
海
蟹

　
「
東
洋
の
ベ
ニ
ス
」
の
異
名

を
持
つ
蘇
州
で
は
、
「
日
中
の

絆
が
深
ま
る
よ
う
、
陽
澄
湖
の

上
海
蟹
を
食
べ
ま
し
ょ
う
」
と

題
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

月

、


の
両
日
、
陽
澄
湖
半
島
観
光

リ
ゾ
ー
ト
区
な
ど
で
行
う
。

　
市
内
中
心
に
近
い
陽
澄
湖
は

上
海
蟹
の
一
大
産
地
で
知
ら

れ
、
こ
こ
で
と
れ
る
上
海
蟹
は

中
国
で
と
れ
る
も
の
の
中
で
も

最
高
級
品
と
さ
れ
る
。

　

日
は
「
特
別
蟹
シ
ョ
ー
」

と
し
て
、
「
蟹
娘
」
が
蟹
１
匹

１
匹
を
縛
る
作
業
を
シ
ョ
ー
仕

立
て
て
見
せ
て
く
れ
る
。ま
た
、

専
用
の
道
具
「
蟹
八
件
」
を
使

い
、
蟹
の
身
を
ほ
じ
る
様
子
も

演
じ
、
蟹
を
食
べ
る
時
ど
ん
な

食
べ
方
が
よ
い
の
か
を
教
え
て

く
れ
る
。

　
専
用
の
道
具
を
使
い
、
ど
れ

だ
け
多
く
の
蟹
肉
を
取
れ
る
か

を
グ
ル
ー
プ
で
競
争
し
た
り
、

残
っ
た
蟹
の
殻
で
自
由
な
発
想

で
芸
術
作
品
を
作
り
、
そ
の
出

来
栄
え
を
競
う
参
加
体
験
型
の

「
蟹
コ
ン
テ
ス
ト
」
も
行
う
。

　

日
は
陽
澄
湖
畔
の
中
国
屈

指
の
仏
教
の
聖
地
、
重
元
寺
を

見
学
。
寺
の
法
堂
で
は
中
国
の

古
典
楽
器
、
古
筝
（
こ
そ
う
）

の
鑑
賞
も
行
う
。

　
【
主
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
】

　
●
拙
政
園

　
明
の
時
代
の
政
徳
年
間
、
高

官
か
ら
失
脚
し
た
王
献
臣
に
よ

り
造
ら
れ
た
古
典
庭
園
。

　
約
５
万
平
方
㍍
の
広
大
な
敷

地
に
中
園
、東
園
、西
園
と
三
つ

の
エ
リ
ア
を
展
開
。
自
然
と
造

形
物
が
一
体
と
な
っ
た
独
自
の

ス
タ
イ
ル
を
生
み
出
し
て
い

る
。

　
●
留
園

　
明
代
の
万
暦
年
間
、
高
官
だ

っ
た
徐
泰
時
の
個
人
庭
園
と
し

て
造
園
さ
れ
、
清
の
同
治
年
間

に
再
建
さ
れ
た
。

　
拙
政
園
が
自
然
を
多
く
取
り

入
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
留
園

は
多
彩
な
建
築
物
と
奇
石
を
多

く
配
し
て
い
る
の
が
特
徴
。

　
●
滄
浪
亭

　
唐
の
時
代
に
呉
越
広
陵
王
の

銭
元
僚
が
造
園
し
た
と
い
う
、

蘇
州
最
古
の
庭
園
。
後
に
宋
の

時
代
の
詩
人
、
蘇
舜
欽
が
別
荘

と
し
て
手
に
入
れ
、改
装
し
た
。

　
●
獅
子
林

　
元
の
時
代
、
禅
寺
の
高
僧
、

天
如
禅
師
惟
則
の
弟
子
が
禅
師

の
た
め
に
造
園
し
た
と
い
う
禅

式
の
庭
園
。

　
園
内
は
多
く
の
太
湖
石
が
飾

ら
れ
、
獅
子
の
形
に
似
た
石
が


個
あ
る
と
い
う
。

　
拙
政
園
、
留
園
、
滄
浪
亭
、

獅
子
林
を
含
め
た
市
内
９
カ
所

の
庭
園
は
「
蘇
州
古
典
園
林
」

と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
●
運
河

　
北
京
―
杭
州
を
結
ぶ
総
延
長

２
５
０
０
㌔
に
及
ぶ
中
国
大
運

河
（
京
杭
大
運
河
）
は
、
隋
の

時
代
の
６
１
０
年
に
完
成
。
２

０
１
４
年
に
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
。

　
蘇
州
市
内
は
大
中
小
の
運
河

が
縦
横
無
尽
に
張
り
巡
ら
さ

れ
、
水
路
と
し
て
利
用
さ
れ
る

な
ど
人
々
の
生
活
に
溶
け
込
ん

で
い
る
。

　
南
通
は
江
蘇
省
南
東
部
、
長

江
の
河
口
に
位
置
す
る
人
口
約

７
３
０
万
人
の
都
市
。
長
江
の

北
岸
に
位
置
し
、
南
岸
の
南
京

と
は
車
で
約
３
時
間
、
上
海
と

は
約
２
時
間
の
距
離
に
あ
る
。

　
古
く
か
ら
繊
維
産
業
が
盛
ん

で
、
上
海
の
近
郊
に
あ
る
こ
と

か
ら
日
系
企
業
の
進
出
も
多

い
。
日
本
と
は
豊
橋
市
（
愛
知

県
）
、
和
泉
市
（
大
阪
府
）
と

友
好
都
市
締
結
を
し
て
い
る
。

　
南
通
で
は
９
月

日
、
「
中

日
友
好
観
光
交
流
月
ｉ
ｎ
江

蘇
」
の
開
幕
式
（
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
）が
行
わ
れ
る
。

会
場
は
南
通
興
東
国
際
空
港
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
や
、
航
空
便
で
訪
れ
た

客
へ
の
記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

南
通
市
政
府
と
江
蘇
省
観
光

局
、
日
本
か
ら
の
観
光
客
の
代

表
に
よ
る
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

「
中
日
友
好
観
光
月
ｉ
ｎ
江
蘇

イ
ベ
ン
ト
が
正
式
に
始
動
し
ま

し
た
」と
高
ら
か
に
宣
言
す
る
。

　
【
主
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
】

　
●
濠
河
風
景
区

　
旧
市
街
の
周
り
に
張
り
巡
ら

さ
れ
た
濠
（
堀
）
。
中
国
で
最

も
よ
い
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い

る
古
代
濠
の
一
つ
と
い
わ
れ

る
。夜
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、

美
し
く
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
を

か
も
し
出
す
。

　
●
狼
山
風
景
区

　
長
江
の
河
畔
に
位
置
す
る
標

高
約
１
０
７
㍍
の
狼
山
を
中
心

に
、
五
つ
の
山
で
構
成
す
る
風

景
区
。
市
街
地
と
長
江
の
景
色

を
一
望
す
る
。

　
仏
教
の
聖
地
で
、
狼
山
頂
上

の
広
教
寺
は
唐
代
の
創
建
。
現

在
も
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
て

い
る
。

（７） 第２９０６号第３種郵便物認可２０１７年（平成２９年）９月２日（土曜日）


